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1) Tableau Economique， von Francois Quesnay， herausgegeben， eingeleitet und ubersetzt von Marguerite Kuczynski， 
Akademie-Verlag， Berlin， 1965.但し r原表J 3版の「発見」者というならば，正確には， クチンスキーではなしシェ
ルてーあろう。 7チンスキー自身もシェルの論稿から示唆を受けたことを. r経済研究』への寄稿論文のなかで認めている。
M.Kucynski : Auf der Suche nach der 3. Ausgabe der Tableau Economique von Francois Quesnay 松川七郎訳フ
ランソワ・ケネ 『経済表jの第 3版を探索してJ. r経済研究J.17巻3号，および，坂田太郎「ケネ 『経済表』第 3版覚
書」明治大学『政経論叢136巻5・6号. 1969年，を参照。

































済の抜粋」は，一国民の繁栄状態を維持するに必要な条件lesconditions n邑cessairespour entretenir l'etat de prosp吾rit吾
d'une nationを24か条の原則として明示している。J (Dupont de Nemours. Notice Abregee des differents ecrits modernes 
qui ont concouru en France占formerla science de l'economie tolitique， dans E.戸hemeridesdu cit，のlens.1769， cit邑epar 





書館 (EleutherianMills Historical Library) 所収のものである 5)0 ，-経済表」そのものについていえば，
平田教授の検討によれば「これまで第 2版とみなされてきたのは， イギリス経済学協会の誤認にも


















5 )エ t)ュ テリアン.:}しズ歴史図書館における「原表J 3販の探索記録については坂田太郎氏の貴重な報告が残されてい
る。坂田太郎 rヶネー『経済表j第3版覚書J・前掲，を参照。
6)平田清明「経済表のプロブレ 7 ティ クム前掲， 3-4頁。
7) Auguste ONCKEN. OEUVRES ECONOMIQUES ET PHILOSOPHIQUES DE F. QUESNA Y. Francfort. 1888 
8) FRANCOIS QUESNA Y ET LA PHYSIOCRATIE. Tome I. lnsitut National d'Etudes Demographiques. Paris. 
1958 
9) Marguerite Kuczynski & Ronald L. Meek. QUESNAY'S TABLEAU ECONOMIQUE. London. 1972 
10)小池基之氏の検討結果も同様であると考えられる。小池基之『ケネー「経済表」再考J，前掲， 7-22頁を参照。
11) ケネーからさラボーへの手紙を参照。「私はあなたに，例のごとく増訂した第 2版を送るでしょう。・・・・第 2版では，
私は600リーヴルの収入から出発します，そうするのはすべての人の分け前をもう少し多くするためです。なぜなら400リー
ヴルの収入から出発したのでは.分け前があまりにも少なすぎたからです。J(r経済表についてのミラボーあてケネーの手紙」












すなわち'(1)支出の三種類 (2)支出の源泉 (3)支出の前払い (4)支出の分配 (5)支出の結果 (6)支






し，再生産総額も「原表J 2版におけるような 4単位 [1，200リーウやル]ではなく 5単位すなわち，
1，500 t)ーヴルになっていることが特徴的である。「原表J 3版の「経済表J ';;1:，初版及び2版と同
様に，原前払の素材補墳を明示する線分を表そのもののなかに具備してはいないが，原表J3版に










12) クチンスキー版の公表 (1965年)以前に公刊されたI.N.E.D.版 fヶネー著作集』では，注のなかで「経済表の説明j を「原
表J 3版付属と記している。「この説明は「経済表」第 3販の一部をなすものであり. [執筆の]日付は1759年央か，その年
末である。J (FRANCOIS QUESNAY ET LA PHYSIOCRATlE， Tome 1， op. cit.， p.675， note (1).) 
13) r表はすでに，出揃っていたのであった。日本では大正II年福田研究室で複写きれて以降，第 3版を人は眺めてきたので















































14)シェルが或る制約条件のため， rlJR表J 3版の所在を明らかにできないまま r原表」の「シュリ一氏王国経済の抜粋」の
みを，公表(正確にいえば，おのが論文のなかで「紹介J) したのも，首肯できる。 Cf.G. Schelle， QUESNA Y ET LE 















いる 3 そこでは.地主が百万人おり、その支出がおのおの平均 6百[リーウール]と推算され， また，

















15) ，原表」の引用はクチンスキー=ミ ク版から行なう。 MargueriteKuczynski & Ronald L. Meek. QUESNAY'S 
TABLEAU ECONOMIQUE. op. cit. Appendix A.“The First Edition". 
16) Marguerite Kuczynski & Ronald L. Meek. QUESNAY'S TABLEAU ECONOMIQUE. op. cit. pp.1-3. 




生まれてくる。J (i国民の年収入の分配の変化に関する諸注意J) 18) 
「以上の[1 -23項目の]諸条件が存在しなければ， [経済]表において，イギリスにおけるよう
な100%を生産すると仮定された農業は，一つの虚構になってしまう。しかし，諸原理は[それにも

























18) Marguerite Kuczynski & RonaJd L. Meek， QUESNA Y'S TABLEAU ECONOMIQUE， Appendix A，“The First 
Edition" . 
19) Marguerite Kuczynski & RonaJd L. Meek， QUESNA Y'S TABLEAU ECONOMIQUE， Appendix B， The “Second 
Edition 
20) Marguerite 】Kuczynski& Ror口laldL. Meek， QUESNAY'S TABLEAU ECONOMIQUE， 0，ψ'p. cαit ι.， pp.20-22. 

























22)その問の事情について， (1)1759年の「ミラボーあてケネーの手紙J (f経済表についての Eラボーあてケネーの手紙J 坂田
太郎訳 f経済表j春秋社. 1956年. 15-21頁.). (2)デュポンによる「文献略述J (Dupont de Nemours. Notice Abregee des 
dijferents ec月・tsmodernes qui ont concouru en France a former la science de l'economieρolitique. ot. cit.)の二文献
から検討しでも，明確ではない。
23) Mirabeau. L'Ami des Ho抑制s.Suite de la VI Partie， 1760. R吾impressionde l'Edition Avignon 1760. SCIENTIA 
VERLAG AALEN， 1970. pp .117 -279 
24) ミラボーは「前書き」にあたる箇所で.つぎのようにことわっている。「諸原則において著者[ケネー]と完全に 致して
いるとはし、ぇ.私自身の利用のために「表」に手を加え，私自身に対して「表」の説明をすることによってのみ，訟は「表」




















るが，基本的には「解説っき「経済表JJ と同じく， ミラボーによって， r農業哲学』の第 9章「支




「繁栄の表のなかで、dansle Tableau de prosperite，年収入額[を産出する]規則正しい流通の
秩序において，この収入額が年々同ーの収入と同ーの前払いの再生産のために，生産的階級に年々
25) Mirabeau， L'Ami des Homm回， Suite de la VI Partie， op. cit.， p.193 
26) Mirabeau， L'Ami des Hommes， Suite de la VI Partie， op. cit.， p.193 
27) γ経済表の説明J からは 箇所のみ，引証一一但L，内容は大幅に変更ーーされる。それは「折半支出」原則の変更
による拡大・縮小再生産の軌道を「子告」した箇所である。 MargueriteKuczynski & Ronald L. Meek， QUESNA Y'S 
TABLEA U ECONOMIQUE， op. cif.， pp. i -i.及び， Mirabeau， L'Ami des Hommes， Suite de la VI Partie， op. 
cit.， p.194ー 195
28) Mirabeau， L'Ami des Hommes， Suite de la VI Partie， op. cit.， pp.183-190. 
29) '(1)支出の三種類 (2)支出の源泉 (3)支出の前払L、(4)支出の分配 (5)支出の結果 (6)支出の再生産 (7)支出相互の関係
(8)支出と人口の関係 (9)支出と農業の関係 (]O)支出と工業の関係 (]1)支出と商業の関係 (12)支出と国富総額との関係」
30) Mirabeau， PHILOSOPHIE RURALE， ou Eco即 miegenerale et politique de l'agriculture， reduite a l'ord:陀 immua-
ble des loix Physiques et morales， qui assurent la proゅのitedes Empires. Amsterdam， 1763. 







言 MAXIMESGENERALES du Gouvernement economiqueJであり、 1768年の『簸言 MAX-




デュポン編集の『フィジオクラシ 』第 1分冊には， r自然権論H1765)3>， r経済表の分析.J(1766)34) 
のあとに『簸言』が掲載きれ，フィジオクラシ一体系の 3部作を形作っている問。テゃユポンの「編者









32) Mirabeau， PHILOSOPHIE RURALE， p.341. 
33) Francois Quesnay， Observation sur le Droit naturel des hommes reunis en soαete， Uournal de 1 'Agriculture， de 
Commerce， et des Finances， Sept.1765，に初出。
34) Francois Quesnay， Analyase de la 10門nulearithmetique du Tableau Economique de la distribution des detenses 




36) PHYSIOCRA TIE， OU CONSTITUTION NATURELLE DU GOUVERNEMENT LE PLUS A VANTAGEUX 
AU GENRE HUMAIN. Tome 1， YVERDON， 1768， pp.81~82. 
37)デュポンの記憶ちがし、かどうか不明だが，そのオリジナル原稿は r原表J 3版と明記されていない。「私が本日ここに公
表する主証言，およびその注は，最初，ヴェノレサイユの域て"1758年の12月に「経済表J とともに印刷された。 E証言そのものと
付随する注解は，その約 2年後， M"""侯爵によって. r人間の友』の末尾におかれた「経済表の説明」のなかで再度印刷
された。同侯爵i土 r経済表」のきわめて豊かな，かっきわめて広がりをもっ展開である『農業哲学』と題する大きくて深遠
なる著作のなかで.証言の全部を，但し注を除いて，再度引用した。JPHYSIOCRA TIE， OU CONSTITUTION NA TUR 
ELLE DU GOUVERNEMENT LE PLUS AVANTAGEUX AU GENRE HUMAIN. Tome 1， YVERDON， 1768， 






















note [aJ 6ノfラ 一一歩 note II 
該当なし 一一今 簸言IV
7。 一一歩 i&:言V
「前文Jnote [※] 2ノfラ 一一歩 note V 1ノfラ
該当なし 一一歩 note V 2ノfラ
「前文Jnote [※] 3ノfラ 一一歩 note V 3ノfラ
「前文Jnote [※] 4ノfラ 一一令 note V 4ノfラ
「前文Jnote [※] 5ノマラ 一一令 note V 5ノマラ
「前文Jnote [※] 6ノfラ 一一歩 note V 6ノfラ
「前文Jnote [※] 7ノぞラ 一一歩 note V 7ノマラ
7
0 
note [aJ 1ノぞラ ー-;砂 note V 8ノfラ
7
0 
note [aJ 2ノfラ --> note V 9ノfラ [大幅変更]
7
0 
note [aJ 3ノfラ 一-;・ note V 10ノfラ
7
0 




十「前文Jnote [bJの終り 一一歩 note VI 1ノマラ
8
0 
note [aJ lノfラ 一一今 note VI 2/'{ラ
8
0 
note [aJ 2ノfラ 一一今 note VI 3ノfラ
8
0 
note [aJ 3ノfラ+4ノfラ 一一歩 note VI 4ノfラ [変更]
8
0 




note [※] 一一歩 note VII 
17 一-;・ 綾言VIII




note [aJ 一一令 note (1) IX 












220 note [a -lJ 1-3ノfラ 一一今 note (1) XIII 1-3ノfラ
22
0 






note [cJ 1-5ノfラ 一一歩 note XIV 1-5ノfラ
2r 一一今 歳言XV
1r 一一今 歳言XVI







note [aJ 一一歩 note (1) XVIII 








U note [bJ 1-2ノぞラ 一一歩 note XX 1-2ノfラ
5。 一一歩 簸言XXI
16" 一一今 簸言XXII
16" note [aJ 2ノfラ 一一歩 note XXII 
3" 一--> 綾言XXIII
4。 [前半のみ] 一一歩 歳言XXIV
該当なし 一一歩 簸言XXV
24" 一一今 歳言XXVI
24" note [aJ 1ノfラ 一一今 note XXVI 1ノfラ [変更]
24" note [aJ 1ノfラ 一一歩 note XXVI 2ノfラ [変更]
24" note [aJ 2ノfラ 一一令 note XXVI 3ノfラ
24" note [aJ 3ノfラ 一一歩 note XXVI 4パラ
24" note [aJ 4ノfラ 一一今 note XXVI 5ノマラ
24" note [aJ 5ノfラ 一一歩 note XXVI 6パラ






いる。逆に言えば. r緩言』は新たに設けられた 6項目 [I.II，III.IV.XVII.XXVJを除いて. 24項
目とそれに付けられた注に関わるそのすべての原稿を rシュリ一氏王国経済の抜粋」第 3版に依拠
していることが確かめられる。
33-
